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甲府地方気象台

緊急地震速報について

図中の数字は、発表開始から大きな揺れ到達までの時間（秒）

緊急地震速報による余裕時間の例
（想定東海震源域の南端付近に震源）

プラントの停止など

約７秒 約１７秒 約４７秒

地震
発生

東京
大きな揺れ到着

観測点
地震波検知

０秒

○○●

静岡
大きな揺れ到着

道路・交通の制御等

列車運行の減速・停止

（余裕時間：東京）
速報
発表

制御開始（処理・伝送）

（余裕時間：静岡）
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縦波（Ｐ波） 横波（Ｓ波）
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緊急地震速報の活用方策

緊急地震速報の活用方策評価（試験運用）参加機関
 平成１７年３月　現在

       主な分野        参加機関数
国・地方公共団体 約１５機関

大学・研究機関 約１０機関
鉄道 約　５機関

電力・ガス 約１０機関
建設・製造・エレベータ 約３０機関
通信・情報伝達 約１０機関

その他(医療、小学校等) 約１０機関

合計 約９０機関

山梨県は
・甲府地方気象台
・身延町大磯小磯
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発表猶予時間の考え方

２０秒
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・対象地域外の地震で東海地方が震度５弱程度以上

　となる地震発生（地震発生後、５～１０秒で発表）

　

※発表内容：発現時

　

・ＥＰＯＳが自動で決定した震源から、ゼロ次情報
に対応する地震、もしくは東海地方で震度５弱以上
と予想される地震について発表

　　

　

　 ※発表内容：発現時、緯度経度、深さ、Ｍ
　

　・発表内容等は１次情報と同じ。
　　震源精度向上

　予想される揺れの強さと予想時刻

①ゼロ次情報
（地震発生後、２～４秒以内で発表） ②１次情報

（ゼロ次発表＋約10～20秒で発表）
③２次情報
（ゼロ次発表＋約３０秒で発表）

　　　　　　　　　　　平成15年１月17日09時30分11秒
                          気 象 庁 地 震 火 山 部 発 表

ナウキャスト地震情報

１７日０９時３０分頃
○○○で　Ｍ○程度以上の地震発生

東海地方での最大震度は○○程度以上と推定
＜主要動の到達予測＞
静岡県中部　震度６弱～７程度　０９時３０分２２秒頃以降
静岡県伊豆　震度６弱～７程度　０９時３０分２２秒頃以降
静岡県西部　震度６弱～７程度　０９時３０分３０秒頃以降

静岡県東部　震度６弱～７程度　０９時３０分３６秒頃以降

　　　　　　　　　　　　平成15年１月17日09時30分21秒
　　　　　　　　　　　　気 象 庁 地 震 火 山 部 発 表

ナウキャスト地震情報

１７日０９時３０分頃
駿河湾南方沖　Ｍ７．５程度
北緯３４．３度　東経１３８．４度　深さ１０ｋｍ

＜主要動の到達予測＞
静岡県中部　震度６弱～７程度　０９時３０分２２秒頃以降
静岡県伊豆　震度６弱～７程度　０９時３０分２２秒頃以降
静岡県西部　震度６弱～７程度　０９時３０分３０秒頃以降
静岡県東部　震度６弱～７程度　０９時３０分３６秒頃以降

　　　　　　　　    　　平成15年１月17日09時30分36秒
　　　　　　　　　　　　気 象 庁 地 震 火 山 部 発 表

ナウキャスト地震情報

１７日０９時３０分頃

駿河湾南方沖　Ｍ７．８程度
北緯３４．３度　東経１３８．４度　深さ１０ｋｍ

＜主要動の到達予測＞
愛知県西部　震度５弱～６弱程度　０９時３０分３７秒頃以降

＜既に到達したと思われる地域＞
震度６弱～７程度　静岡県東部、静岡県中部
　　　　　　　　　　　　 静岡県西部、 静岡県伊豆

　　　　　　　　　　　平成15年１月17日09時30分11秒
　　　　　　　　　　　気 象 庁 地 震 火 山 部 発 表

ナウキャスト地震情報

１７日０９時３０分頃
東海地方　最大震度５弱程度以上と推定

・Ｐ波振幅から見て、震度５弱以上に相当する場合

地震発生

ナウキャスト地震情報の発表の流れ（東海地震の例）

　　　　　　　　　　 　　　         　　気象庁地震火山部

　ナウキャスト地震情報

　　
  現在、東海地方に関するナウキャスト地震情報は
発表しておりません。

地震の発生がない場合
常時モニター画面に表示

気象庁資料


